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Abstract

Besides Senju power station completedin1938 whichis now contributing

greatly tothe electrificationof theNationalRailway ofJapan,Yamabe Power

Station(2-28,000kVAand tobe5～28,000kVAinfuture),locatedlowerthanthe

former alongtheriveris now under construction･The main switchboards of

this power stationwereorderd fromHitachi,Ltd･;they were completedbased

on a newidea and refined designinDecember1950.They are the greatest and

newest switchboards of hydraulic power stations which have been constructed

since the termination of the war,being furnishedwithanelectronic automatic

synchronizer,afrequency type waterleveltelemeter to measure the wafrr

levelof head tank,animpulse type totalizing wattmeter toindicate the total

Output Of generators,and a_Carrier current protective relaying set for the

transmissionline whichis an epochpmaking deviceinJapan.

Controlling of this power stationis of one-man COntrOIsystem using a

SequenCe COntrOllerwith twoqstepped mechanism of Hitachipatent,･and opera-

tors can controlit from the switchboard room cLr the generator room.Fault

indicators are distinguished by colour of alamp type fault三ndicatorin accor-

dancewith the treatment of faults,SuCh as tripping oilcircuit breakers,StOP-

ping water turbines orgiving alarm.

AsrrleterSOnthepanels,Semi-flushtypesquarepatteInmeterSneWlydesigned

are used･Their scalewindows are wide enQughtominimize readingerror･

[Ⅰ.】緒 盲

東京近郊に於ける闊鏑竃草運輸用電力の供給源とし

てヽ現在31,000kVA水車聾 磯4葦エリ成る千手軍

日立製作祈多賀工場

日立製作祈戸塚工場

電祈が重要な役割を昇しているが､渇水期には更生 力

の不足を来すので､補給用として川崎(70,000kVA)及

び赤羽(20,000kVA)の丙火力軍 所の運轄を必要とL

ている｡一方既設電化匝f責j内の電事連鴫茎数は益々増加

の傾和こあり､且新たに電化を必要とする繰

いので､これに要する

の教も多

力を確保する必要に迫られてい
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る現状である｡目下建設中わ山造築

望に憶えるものであって､千手蔓彗

する水路式蒙電所である｡護

こ
十ム肝 の要

祈の放水を利用

所容量はl最初は

28,000kVA水車築電機2峯であるが､追々ゴ骨設さ

れ最終的にほ5董となる礫宕である｡今岡日立製作

祈が主機と共に完成した本蒙

鎖負荷の重要性に

所用主配

み幾多斬新な方式を

盤は､竃

設rJ｢し入採

計製作された戦後に於ける最大且最新式の水力重電

所用配電儲であって､眞に括目に値するものであ

る｡

山通巻 祈の草生電力の大平は､154kV連絡遜

電線(並行2同税､亘長約19.5km)を介Lて千手

護電所に到りlこゝの更生 力と共に武蔵境攣

に迭電される｡千手､武蔵境を結ぶ所謂信濃川

線(154kV並行2同税､亘長190km)は囲鏑

祈

澄

の大動脈をなす我国屈指の重要幹線であるが､山連

襲 野元成の喋には そ の迭 々力は急激に増大する

ので､安宅度確保の見地より保護膜 方式を現在の

平衡保護方式より一段と迅産且碓竃な搬迭保

プチ式に攣更することが望ましく､園鎖に於てもこれ

が宜現にづせ綿密に検討されている｡文搬迭保護層

竃訪式に高速度再閉路方式を併用すれば一層系統の

安定度を増進し､延ては迭電線容量の賓質的な埼大

に事典することになる｡斯かる構想の具鮭化の第一

歩として､山遊､千手間の連絡迭

二立

硯に対しては我国最

初の製品た考日立製搬送保護胆電装置が採用された｡

[Ⅱ｣設 備 概 要

先づ順序として山

よう｡

所の電気設備の概要を設明し

第1囲の軍線接頼圃に示す如く､雷和ま28,000kVA

署電機2毒であるが昭和28年皮には更iこ1墓増設され

最終的にほ重電機5萎となる礫岩である｡山造築竃祈主

要機器の概要は下記の通りである｡この内主欒墜器以外

の機器はすべて日立製作所製である｡

水 車 27,500kW竪型渦巻型フランシス水車

有効落差 49.3～41,3m167/200r･p･m･
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Skeleton Diagram of

Yamabe Power Station.

機 28,000kVA llkV3相 50′･′60二も

竪塾全密閉自己通風型(墨完冷却器付)

励磁機 200kW 220V

副勘践機10kⅥ7110V

堅器 28,000kVA 3相 50/60へプ

11kVノ′154kV △ノ･′Å

送電兢 154kV2同襟

元長19.5km

木草竃所

の主たる供

トヤ

ーd､ 千手蒙 祈と柑並んで関東地方の電鋳負荷

源となるので全機器は安全に運韓され確寅

iこ保守されることが必要である｡従って諸設備は二重方

式が採用され且つあらゆる保護装置が完備している｡亦

急激な負荷の攣動に應じられると共に朝夕の失頭負荷に
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第2固 順 序 制 御 器

Fig.2 Sequence Controller.

も耐えるよう十分考蕨されている｡

[m]主機制御装置

(1)制御方式 水車空電磯の制御方式とLては操作

を簡易化し監祓を杏易にして少数の人員によって完全な

保守が出来るよう考慮された所謂一人制御方式を採用し

瑞得の二段操作式順序制御器(第2囲)と照明式

合運轄表元器(第3国)によって主要弁閑､起動､励磁

並列､綬停止､及び急停止の各段階に分けて段階的にも

又連嶺的にも任意く･こ頓作することが出来る｡この順序制

御誰は同動及び引の二段操作となっておるので操作は確

節3固 照明式集合運韓表示器

Fig.3 LampType SequenceIndicator.

について 457

空で過誤のおそれがない｡而して護電機室には水車護

機用計器及び制御器具を取付けた水車盤(第4国)を設

けこゝからも順序制御 によつで水車築電機の 動､停

止が出来るようになっている｡水車敷こは複電磁石式の

磁匪油操作弁も取付けられているが､非常の場合以外

磁弁を直接手動操作しないようにボタンにはガ

ラス製のカバーを付し布易に坂外Lの出来る構蓮となつ

ている｡配電盤操作と水車盤操作の訂換えは水車盤に設

置された操作切換掛こよって行うと共に各々にランプ表

第4聞 水 草 盤

Fig.4 Controlling BoardInstaIled

in Generator Room.

示される｡水草婆電機の油墜制動の､もほこの切換えに関

係なく何れからも操作出来る｡匪油及び潤滑油装置は各

水車毎に設置する所謂ユニツ1＼システムを採用し

ンプと潤滑油ポンプは同軸で

油ポ

動を常用とし預備として

小水草津韓のポンプを設けてある｡この

純機械的に日動

備機の運璃は

油操作弁の動作によって自動的に行わ

れる｡常用ポンプは主槻の起動に先立って運轄し､主機

の停止後停止する｡水車の起動i･こ･菖っては負荷制限 置
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により案内羽根の開きを通常に制限Lているので､

圃滑な綬起動が行われる｡並列後の負荷調整は負荷

制限装置用 動機を配

する｡通常の蒙

乾から操作して任意に制限

機停止は順序制御 を綬停止の位

置で漁作することにより負荷制限装置用電動機を操

作して徐々に負荷を減少し無負荷開きとなった後電

磁弁を動作させて案内羽限を全閉L緩停止させる｡

急停止の位置では故障iこよる停止と同様案内羽根と

主要弁を同時に全閉して急停止させる｡

(2)日動電堅調整 NTA12 型振動型≡相日動

堅調整語を使用して護電鍵電壁…を一定に調整す

る｡太目動 医調整器は感度錬敏動作確寛な振動型

立 論 第33巻 第6豊莞

節6固 背 面 綬 電 盤

Fig･6 Rear Panelfcr Relays.

としての特長を有するばかりでなく振動電磁石を特に電

流力計型としその可動線輪こ

俸5固

Fig.5

自動電鷹調整器整
AutoInatic Volt-

age Regulator

Panel.

磯協働副､エ

線輪には交流竣

を加え固∠冠

磯の≡柑

竃匪をセレン整流器で整流

した直流

流

堅を加えて､交

匪の急欒に際し達磨鞄

磁i･こ好適な性閏を輿えヽ似

て蓬電の安定皮を増大せし

めている｡桑園電器電磁石の

接粘は材質を充分吟味して

製作する外､コンデンサー

を用いる等その損傷を廃滅

するように考慮されてはい

るがヽ たえず調整抵抗の短

絡挿入を繰返えすので按望占

の焼損磨滅は或る程度まぬ

がれない故､運輪中におい

ても手入修理の出来るよう

預備鱒電器 磁石を設け技

動型の訣粘を補っている｡

本自動 堅調整器は第5園

の如く鋼板製の直立盤に振

付け別室に設置されるがそ

の動作状態を主配電盛上に

ランプの讐占滅によって表示

し監覗に便ならしめている｡

(3)日動同期化 婆 磯の日動同期化には日立小勢

子管式日動同期装置を使用している｡太装置はVDF

型自動揃連装置､VHV型自動

動同期膠

医平衡装置､VS型日

装置及び電源函からなり

述の振動型自動

l堅平衡装置は前

堅調整器と組合わせて線路 医に平衡

させるようになっている｡第6贋=こ本装置を配電矧こ取

付けた虞を云す｡巨ロち左から制水盤､自動同期盤､蒙電

機用保護及び操作礎 器盤2面である｡本日動同期装置

は各護電機に共用しているので切換用維萱 器を設けて同

期化しようとする草電機へ自動的をこ接続するようになつ

ている｡太装置の消費電力は系統側約9VA襲電機側

約12VAの小勢力であるので太築

154kV の高墜同期化に封し静

折における如く

々匿欒成語と組合わせ

るに好適であるばかりでなく折詰漸進特性を有Lている

ので常に雨着の位相が一致したとき開合が行われ系統の

動揺が開合に不都合な條件の時は一時開合を阻止する｡

従って突入電流は小さく圃滑な開合が行われる特性を有

している｡

(4)保護装置 保護装置の優劣は準電所の性能を決

定する一つの重要な要素となるものである｡優秀な特性

の奈陸器を使用すると共に保護膜 器の動作による虞置

を適雷ならしめることが必要である｡即ち故芦章によって

は鰹電器動作と同時に機器の停止を必要とし､また交流

断誅を 断せしめるを可とするもの或
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は軍に警報を輿えて監視者の虞置に俣つ

を通常とするもの等がある｡これらの邁

メ軌こ充分の考慮を潤い掛乗得る限り故障

時の停電時問を短縮するように努ムうてい

る｡これらの故障更生の際監硯者が容易

臥迅速にこれを確認し得るよう特に考窟

が彿われている｡即ち故障 示は開聞式

故障表示器(第3圃と同様)とし最も監

元凱こ便利な主醗 悠の各正面計器盤に寂

イ寸け(第7圏参照)粘灯により動作系筐竃

器の番流を明示するが 断及び停止させ

蟄電所･配電盤及び搬送保護楷電 について 459

第8固

Fig.8

BD十EF型分一離机型主配乾盤

Type BD十EF Separated Desk

Type Main Switch Boards.

る故障と警報のみの故障とは表示文字を色別Lて一見L

て判るよう-にLてある｡このほか警報のみの故障に封1ノ

てはその故障状態が膳衝Lておる閲難灯し､故障同復の

場合ほ誹減によって復節したことを判然と知らせるよう

にLた｡このため極く短時間の故障で系陸

を閉路して直ぐ復蹄した場合でも碓

ことができる｡又 断器の日動

器がその按偶

これを表示する

監師こ封しては緑色信親

灯を粘滅して容易に確認出来るようにしこれらの粘灯表

京粘減表示及び警報はこれを確認の上人震餌勺に復路させ

る｡

照明式集合故障表示器に対しては

び補助腿

球の断線の有無及

器の動作が確寛であるかどうかを常に椎認そ

きるよう試験梁置を完備しノて蔑全を期している｡

襲電機巻線の故障ほ暦問短 より接地故障に築庭する

第7国 主 配 う歪 盤

Fig.7 Main Switch Boards.

場合が多いが､直ちに接地故障となる場合もある｡而し

てこれ等の故障が更に護寂して相聞短絡に移行すること

になるので､故障は可及的早く護見して

望ましい｡護 機巷説の相聞短絡保澄礎

l

置することが

IY塑

方式(87Gl)とL-ヽ暦間短絡をこ封して

保を2二本の並列同路としこれにIY型比率差動

l 方式(87G2)を適用している｡護電機巻税接

地保護慕陸電方式としては特別小勢力式IGY型限時接地

泉陸電器(64G)を使用した｡この方式を採用することに

ょ穴接地電流を100Aに制限してもなお昆従来の保

護範囲或はそれ以上を確保することができた｡太接地i薗

器ほ接地故障検出の電流要素と故障機運揮用邁繹要素

とから成り､前者く･･ま中性粘接地同路の欒流器からとり､

後者は巻線の前後の欒流誅三次零相同路を交叉按碩し､

差動電 式に桂瀬したものである｡なお変電磯界

兢の故障仁

型接地

班 いが､萬全を期してCG-T

器(64F)を界磁巻線の雨舅射こ接績し

た外部抵抗の中性禦占と大地問に接概して､巻線の接地

故 に封L警報表扇せしム･〕ている｡

母系泉の故障ほ接地事故が大卒で短絡事故も接地より

語尾するのが 例であるから154kVの母線保護方式

は接地保護を建前とLた｡即ち母線につながる各同線

の攣流罪≡攻寄相同終に差動

接地電流績

流式にIO-L型小勢力

器(64Sl,64S立)を各母視線こ接憤して

母緑の接地故障を検出せしめ外部短絡時における欒流

誅の特性差による誤動作を防ぐため母線の辞 々医欒
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成器三次に接頼された接地電堅醗電器(64SN)の動作

を條件として故障を確認した上故障母線を切離すように

Lた｡

[Ⅳ]配電盤及び計器

(1)配電盤 第8園の如く攣匪器を含むユニツ1､式

茸電壊2面将来増設用ブランク盤3帝同期検宕盤制水盛

年1面､154kV並行迭竃鷹2面からなり BD十EF型

鋼板製分離机型で優美なブタブルー色仕上とし直立計器

Fig.9 Rear Panels for Relays.

鷹の背面には第9圏に示す家臣 器盟を付し､ 白式管子

勤同期装置､説還送保護糸陸電装置及び保護並に自動操作艇

電器等を装備Lている｡故障未読用補助樫電器としては

電話用水平型膨電器を使用し絶海を弓員化Lたガラスカバ

r何の礎電器函に納め､ 各計 の裏面こ禁占徐に便利な

積造の可動整として取付ナてある.｡盤真下由配線は耐燃性

ゴム緑を使用L引払端子は盤下部こま設ニナナ軒下に設置

しつ配線室iこ取付けられた端子板に直裁載蘭する方式とし

節10固 S封型角型配電堅庸交流ノ違統計

Fjg.10 Type S2.Square Pattern A.C.

Ammeter for Switch二Board.

各配線には線番既は勿論極性によって色別したセルロイ

ド製邑バンドを付して瓢検に便利なようあらゆる考藩が

彿われている｡

(2)新型計器 こ本酉己電燈の計器芙軒よほとんどすべて

が新設計によるもので下記の如く幾多の特長と優秀な性

能によって一段と光彩を輿え品位を高めている｡

(A.)S封型角型配 盤計器､従来のS2｡型に改良せ

加え第10固の如く目盛板の窓を大きくしその維憤比を

黄金分割とし指針は子羊剋形で先端を匁型とL遠方から見

易く精密讃取りも出来る等､図錦雷局の有益な助言を得

て粍鰊された意匠としたほか新JISに則り確度ほ1.5

紋､寸法は2形甲とし､細部の改善も施して面目を一所

したものである｡

(B)Tf-P墾揉芸合 力計､護 磯5毒の 力を綜 合す

るもので2蔓宛を綜合攣流器(5+5/6･67A)にて綜合Lた

上本綜合 力計にて結合するものである｡原理はTFP

型テレメータと同様で綜合せんとする各系統の電力を直

流電流に襲えこの電流の称こより鰐合を行うもので､攣

挨部分には光 管､眞窒管､≡極壊電管を掛､ているの

で紆醸器(積算電力計構造)部分を除いては可動部たく

また同終にほ接難が含まれず取扱い保守が容易である｡

(C)TFL塾遠隔水位計､水槽水位の測蓑には周波数

法によるTFL型水位テレメr∵タを採用Lた｡木器は水

位の欒化により眞茎管葦振器の教掠周政教を攣化せしム〕

約 3一･-6kc の借款電 リこの周波数を測定して水



口本固有鋳造山遼輩悪所･配電盤及び搬送保

節11固

Fjg.11

【･ナ

アJく槽水位受信盤

Panelfor Type

TFL Water

LevelMeter.

従来通りの迭

植苗装

位の遠隔測完三を行うもので

ある｡賢振同格iこは水位iこ

よ)って萱変化するインダクタ

ンスを使用Lているので動

作は安定で構造も簡単であ

るから取扱いは容易であ

る｡第11国は水槽見張室

設置の水位迭量器l受畳語

及び 掘函を取付亡ナた鷹を

示す｡受景器は水槽見張室

に於ても`水位を監 するた

めのものである｡

(D)D82_21型放水路用

水位迭信器1放水路の水位

測定は指針の同轄角が異る

Q5 型電匪平衡式水位記

■と､鹿角皮の2700 の目

盛を施したSD2｡型セルシ

ソ式水位指元計(第12阻

参照)-とを併用するた占う､

ぎ器とすれば各々別箇の送信器をおかねば

ならぬ｡これではフローート等同じものを2組おくことに

なり不経腐で好ましくないので2箇の素子を共通の欒化

に應動する-!--ブホイールから機械的に連動させて､前

節12囲 SDク.型セルシン式水位指示計

(廣角摩2700 目盛)

Fig･12 Type SD24Selsyn Water Level

Indicator(WideRangeScale:270つ).

について 461

記吉己錯計及び指読計を同時に1箇のD戟_21彗選信器(第

13固参照)によって動作させるようにしたものである｡

第13固

Fig.13

D3雲一幻妻型二素子水位迭｢言器

Type D32_212EIements Water

LevelTransmitter(Cover Removed).

(E)S2｡型二素子位置指示計､従来水車案内刻限開

皮指示計と負荷制限位置偏扇計とは別箇の受信掛こよつ

て指示していたが､この両者を1箇の指示計によって閲

係的に明示するようにLたものである｡木器ほ第一4園

14固

Fig.14

S銅型二葉子位 指示計

Type S242Elements

PositionIndicator.

の如く同一目盛坂上に赤色(負荷制限位置用)と黒色(案

内羽根開匿用)の2箇の指針を有し′､各指針ほそれぞれ

別箇に設けられたD21型迭信器により電気的に動作す

るものである｡

(F)SDll型小勢力式同期橡宝器 山遺草電祈の如く

高匪同期式の場合には､従来のものて 側匪高ま
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第15囲

F童g.15

SDll型大型小勢力式同期検定器

Type SDllLarge Paltern Low

Energy Synchroscope.

攣成器に射し肝要電力が過大7よため賓問困難である1本

籍こま従来と全く異る可動鍼片型の原理を採用し､その折

要電力を系統側革帯側各5VA･以下の小勢力と~L所期の

目白勺を達している√､･なお同期憤竃の寛要性を考慮:し.l

180mm角とし他の配電贋計器より一段大きくLづ矧こ

見易く構成されている｡第15圃に未詳の外親を読す｡

(G)Q5型全埠込型記戯計従来ほ取扱の便宜上表面

【汀l出塾を標準として来たが､木器は何等取扱上の不便を

来すことなく全埋込型とした新製品で､内部構造は従来

ク) 準品Q塑記録計と同様ぺノ

とインクとによる直接記銭型咋あ

る｡J第16圏に木器の外翫を示す｡

[Ⅴ]154kV連絡送電線用

搬送保護裾電装置

山遊婆竃祈と既設の千手護竃祈

を結ぶ連絡邁 硯の保護腹電力式

としては､木造電暁の重要性に鑑

み安窟匿を錐保ナるた占う､搬迭保

護礎 方式が採用された｡木方式

が現用に供せられるのは我が国で

ほこれが始めてゞあって､刀三i･こ注

目に値するものと云えよう｡

以下表装置の大要を述べる｡

第16問

Fi只.16

(1) の説別

Q｡型仝j埋ミ冬型記錬電力計

Type Q8Flush Pattern

Recording Wattmeter.

表装置に通関さiLた方式は間接方向比較方式に威する

常時蓮田繹放式であって､第け圏にその動作原理を元

ナ｡_囲に於て受信礎電器(RR)は常時相手端より簗

れ-ている搬迭授により通 し､その補助礎竃㌍(RRX)

竿β■呂丁軒ヱ~~~~斤皇ぎぎ丁鋸r胃
β
電

気
師

品=卿頂〟 璧ズ.傭凧■〃舶

′去 ◎ あ +

J肝 仰
〝 '〝β 硝)βr

…
ヽヽヽ

l

｢て㌻~吾l ヱ 棉

Fβ斤 ミ緋墓碑±維毒害
lFβ斤〝l上土司補助‖

〟斤;三嘆吉建電呈
〟〝′ `土上肩葡画｢･

.F芹~
受電組電基(亘空曹)

斤斤〝 仝上用硝勤准電呈

節17囲 搬送保 稚卜竃∵方式劫作説明囲

Fig.17 SchematicDiagram of CarrierCurrent Relaying System･

■■
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の接粘を開いているが､故障が叢生すると故障同税の雨

茹紆〕主イ栄 器(MR)は動作Lて蔓萱信を停止するの

て､各章嵩J)RRの通流ほ止7人RRXの接軌よ復長講し､故

膵検出膵電器(FDR,FDRX)と主保護条陛電器(M軋

MRX)及び受信 電器(RR,RRX)の按排が直列に′二〔

って同相遮断を行う｡故障が保護匿聞胚匿他同線又は保

護巌㈲外にぁる時は､その同線の中少′′~〔くも一端に於て

電流が外部に流出するのでその端匪MRは動作せず､従

って搬蓬硯を遠出L鍬ナて相手端のRRX･:エ励磁状態に

保た妻 共

エ
け
｢各

コ描遺業置の故障その他

により俸送状態が不良になった場合ほ､RRXの接難の

閉成とFDIミの不動作の條件により､本装置を自動的に

閉塞し 然未を噺 に防止し､爾後の保護は後備保護

設備に委わるよ〕になっている｡二穴に従来米団等に放て

贋く用いL二っれて来た故障時選出搾放式〔ヨ)〔3)と木方式の得

失を比較Lて入ると第l表に示す如くである｡即ち選

退色斥動作の確

第1表
Tablel.

な瓢と一躍迭蓑一置の陛至か否かを監献す

る粘槍装置を要しない粘で木方式の方が優れていること

が判る｡

(2)搬蓬路の教と蓬受信方式

一般に搬迭保護礎竃方式に使用する搬蓬路の敦は､一

矧那)一同線につき一種顆とする場合(これを里→

周波式と云う)と､各端子矧こ異ならしめる場合(これ

を異周波式と云う)とある｡異一周波式と異周紋式の得

失を比較してみると第2表に示す如くであって､系統状

態の 更に自動的に封應し得る禦占で主ょ前者が優り､動作

の確賓さの粘ては後者に歩があることが判る｡今岡は系

統の構成も墨縄なので､動作の確葺さに重粘をおき異周

投式を採用Lた｡なお送信は水晶制御築掠方式とし､受

ま同じく水晶制御局都築振器によるスーパーヘテロダ

イン方式を採用Lている｡叉受信静三波器とLては特性の

ユい妖精域水甜慮波器を用い､受信況の確賓な選

って

を行

音妨害波の影響を極小ならし～､1ている｡第相国

に周波数配置を示す｡

代表的相接方向比較方式の得失比較表
The Merits and Demerits of RepresentativeIndirect

DirectionalComparison Systems.

催仝縁談速断
のチャンス

○

勤槍笠間

寮㌣ ○

(3)装置の仕様

今同製作された搬迭保護膳電

装置の主な部分の仕様は大路下

節2表 畢

Table2.The

仁一攣化に封
適應恍

一 周 汲 式 と 訳･

Merits and Demerits

単
一

何 奴

周 波 式

Of the Single

式

受仁;の確箕性

垂引言端の遭繹

装置の目刺新線

装置故障時の廃
置

分岐線の有無に裾係なく受信検波若鮎ま1何でよ

い巨IJち過應性大

多端子

､
い槻の

低~~卜して に

･
■

-受
仝端子準倍の際に受信轢人力が
若干催貨を放くことが有り得る

準信端のl.朋U困難

多端ナにな乙に従い困難

自動的にサービスより除外すること比較的閑雅

記の通りである｡

(A)搬送保護用腱電器

短絡保護に封しては故障検田

の 得 失 比 較 表

and Different Frequency Systems.

異 周 波 式

(1)1竃気所毎に1周波

(2)1電気所おきに同一周波数を反覆出来る
(3)1系 に要する 準則ま分岐線の

決る

(4)所要帯域は若干廣い

により

分岐線の教だけ受信槍波器を常設する必要あり
即ち遠慮性に稗乏しい｡

受信容易で確貨

埜信端の瞬別容易

極めて容易

仝端子共直ちに自動的にサー
に委ねる

ビスより除外し致
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山辺発電所

返信発振周波数-…･都2ノ化

馬吉日発振周波数--一一一Z卿〝C

検波周波数---=…-ヱβ斤C･_､

立 ∴ニ ー了

千手発電所 -
一

法信発脹周波数…--2/丘Z〟r

局部発振周波数一一…ガβ∬
検波周波数一一一-----一朗嬬

送信発振周波数----兇移相

馬即発振閻波敬一←-ガ♂〝C

旗波周波数--------42〟r

膵琶

注信発振同波数川-･都路柁

局部発振同波数-=一一∠形作
接汝周波数---…---42庇

第18固 周 波 数 配 置 固

Fig.18 Frequency Arrangement.

として放電管を利用した動作時間0･2サイクル程

辟19固 型式ⅩRV-QW誘導環型電腰抑制付

諒恕覚逆碩カ 馬券

Fig.19 Type KRV Form QWInduction

Ring Type High Speed Reverse

PowerRelaywith Voltage Restraint.

36

第33巻第6去虎

匪の′露墜降下率祭匪電装盲宣を使用し

電力動揺時の如く比車輪勺綬慢な富

樫…降下に封しては動作せず-短絡

時の急激な降■Fにの-ち 動せL占う

るよう考潰されている｡又｣~ニ保護

腿電器としてミミ第19圏に示す誘

導環塾 随抑制付高速荘逆 力隆

電器(KRV-QⅥ7)を使用する｡太

器の琶 要素には常時線問電挺に

よる抑制が興え｢)iし､短

の線間

故障時

堅の降下匪を考†憲に入寺L

てあるので､故障類似粍態に隈け

る誤動作を防止L､口.高速の選搾

性を持っている｡動作時間は5倍

の過罵 に封し0.5サイクル得度

である｡第20国は木器の零匪抑

制効果特性､第21国･は力率特性である｡

次に租絡保護に封Lては､故障検出瞳電器としで高速

直接地雷匪績電器(CG-ⅩQT)を使用し､

としては第22圃に示す 導環

(KG-QC)を使用している｡

■･■■

凝鞘接繹選匿速高塾 雷器

苗穂杭接地系統に於ては､一線接地戯騒時の故障罵

は比較的少ノ㌧く､系統の家宝産に及ぼす影響も小さい

∵
.

∵

動
作
電
流

川化

ハU

クリ

(.〇

一β

●

l

第20固

Fig.20

l
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】
l
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J Zβ 〃β 甜 βノウ /〟β だ･:?

抑制電圧(しノニ′

i焉速度逆1毛力能う宅器の儀匪抑制数果相性

Effect of Voltage Restraint(〕f High

Speed Reverse Power Relay.
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第21園

アig.21

丘速低逆ノ遥力舵磁器の力率覇僅

Polar Diagram of High Speed

Reverse Power Relay.

葦22固

劉g.22

型式ⅩG-QC高速度選確接地楷電器

Type KG Form QC High Speed

Selective Ground Relay.

が､一線接地故障は二順接地短絡故障に移行する危険性

_が大きいかL､ハ可及的速力Iiこ選揮遮断することが望まし

いし然し乍ら､

465

臣斤器投入時の=相の不揃いその他によ

る故障類似状態に封して誤動作するのを避けるためト若

干の限時を必要とするし･′ は給水 故障の 要向万

｣
｢
ノ行を繹

素と､2-2･5サイクルの限時を有する隈時要素とから成

り､力向要素には零相聞狙こよる竃墜付勢効果を加味し

て故障時の選搾性の向上を企図し､一方限

断語投入時その他のサージによる誤動作を防止する役目

を持たせている｡方向要素の動作時間は2一一3陪の過電

流に封Llサイクル以下である｡なお木器の 輪の

肝要電力は､最小タップ(0.5A)で約0･1VA程匿の

特別小勢力式である｡第23国に木器の感度特性一第24

圏に力率特性を示す｡

動
作
電
流

(
月
)

L l
l
】

】
l

l
l

｣

;
l
【

】

l

】

鋤ク

l
〟 〃♂ 甜 β♂ 〟♂ /ガ

電 圧(V)

節23聞

Fig.23

(B)校腑保

晶速度選繹接地絶磁器の感攫特性

Sensitivity of High Speed Selective

GrouIld Relay.

用閣電器

後備保護用継電器ほ搬送保護鰹電装置が故障の場合の

後備保 とLて設け〔ノ才したものであるがヽ この雨着の動

作に順位を付することなく､故瞳築生時にほ全く繭者同

時に動作を開始し､先に働いた方が速断器を引外すこ

になる｡役1嵐保護宗軽電器は二同繍に封し 力平衡斉

式をとっているかFハ矩絡故障の場合､故障粘が何れか

一端に偏した時はi兵端の遮断器は 後備保 礎電器で引外

し､遠端の遮断器は擢迭保護膜電装置で引外すことも起

り得る｡後備保甚に用いられる菜陛電器は､ 絡故障に封

し2同線用として誘導環塾電匪抑制付高速度逆電力簡電

襟(KRVqQⅥ7但し中間端子付)を用い､1同線用とし
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賃24固

Fig.24

高速乾選繹接地推ノ霞器の力率特性

Polar Diagram of High Speed

Selective Ground Relay.

箪25圃

Fig.25

送電線庸保 放電:碁雄

Relay Board for

Transmission Lines.

ては､これの方向要素に誘導型琶匪抑制村過 系陸電器

(IOV-C)を組合せて使用する｡叉鞄絡故隙こ対しては

評 論 第33

前者に誘導型限時接地方向祭殿

第6蓋虎

器(IG-WXLll但し中間

端子付)を､後者に誘導型過電流健電器(IO-Ⅰノ11)を使

用しノている｡.1端子2同線分の搬送保護用宗匪電器及び後

備保護用 電器貫は､母線保護礎 許と一緒に直立盤面

に収零されている｡(第25圏)

(C)搬迭装置

凍蔓迭装置の仕様概要は次の如くである｡

≡型 式 CP-1

章 路

線路減衰

俺達閻路

送信出力

搬詞
-

非 貰迭毒

.
‥
‥

220kcにて10db以下

一説大地昂兼式

5W(37db)以上

せ信闇力′霹流 DClOOmA上しヒ

叢信方式 水晶制御護振方式

受信方式 スーパーヘテロダイン方式

電源入力 AC軍用100V

出力 DC300V･--24V

使用眞量管 CZ-504D lO本

CZ-501DJ 3未

達受信周波数 第18園参照

本装置は高さ2,350粍､巾 540 標の粍 鍔､実篤装と

し､取付パネルは上より(a)緑路ミ1岩波器盤､(b)保安

器盤､(C)壕筒樟汲器盤､(d)搬送波迭信増巾静盤､(e)

試験鷹､(f)瞼政局部婆振語竪､(g)音聾直流櫓巾器鷹

(b)股電器賂､(i)抵抗器盤､(j)可燃片盤､(k)電源

盤の順序である｡なお(d)及び(f)には預備■築撮儲訂

夫々賓装されている｡第26園は表装置の1端子1｢郎泉

分の外翫である｡搬迭保護用として特に製作i･こ注意した

ほ､勢置の時宕教を小にすること(3ms以下)と､

受信濾波器の通過帯域を可及的狭く(±50サイクル程度)

rl.､通過帯域減衰量を極力小(15db以下)にする一方､

断帯域減衰量を大きくする(±10kcにて釦db以上)･

ことであった｡受信滞政器としてほ狭帯域の不平衡塾水

嵐鷹授器を使用したが､これの減衰特性は第27園に示

す如くで､満足すべき結果を示している｡なお第28岡

は衣装置のレベルダイヤグラムである｡

(4)本装置の特長



日本観有鋳遺山達蟄電斯･配電盤及び搬送保護鰭電装

帯26固 搬送装龍

Fig.26 Carrier Set.

本袈置跡特長を凛糾すれば次の如くなる(-.

(a)常時選出式/二にる故熱線装置を必要としない｡.

(b)俸迭不良及び搬送装置故障の場合は自動的に

太装置を閉塞し､爾後の保護は後備保

護京陸電着詮に一委ねられるかrハ訣渡監斤の

懸念がなく臥無保護の状態に放置さ

れることがない｡

(C)電力動揺その他の故障類似状態で誤

動作することがない｡

(d)非 異周波送信とし､受信ほ緋帯

域水晶濾波器を通してヘテロダイン検

扱を行っているので､相互干渉や

扱の影響を受けることが少ない｡

(e)保護粘検に便なる様充分の考慮が捕

われている｡

(f)綜合動作時間は2サイクル得度の高

速

について 467

周波敗(んc)

串27固

Fig.27

匪である｡

受信 波器の減衰特性

Attenuation Curve of

Receiving Fil■こer.

[Ⅵ]結 ~言

囲鏑山 護竃研は既設♂~)千手護

心織部をなす罵要な簗電所てあり､

祈と共に餓道電化の

叉こオいこ連なる蓬眉

線は一刻たりとも無篤の特電を許されない

っている｡本草

い使命を持

祈及び迭竃碩用電力機器の殆んど全部

は日立製作研の製作に係り､最新の技痛を結集して綿密

周到な計雲の下に製作された｡配常盤及び責苛線保護静

電装置も上し上述べた如く括目に伯する最新式のものであ

節28岡

F短.28

レベルダイヤグラム

LevelDi2.gram.



･･l-ト 昭和26年6月

って､これが逓鴇開始の暁は遺憾なくその威力を護揮L

て､∫縁遠力埼掛こ貢献するものと期待される｡

終りに臨み､機 の設計袋作に際し終始御鞭捷を賜つ

た園鏡の関係者各位に､深甚なる謝意を表する次第であ

る｡
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β｣卜占り_i線
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本考案は､戟電線に裸線を川い､支持碍子

にトロリー線と箪電線とを共動こ支持するよ

うにしたものである〔固のように､支持相子

に同義せる7dラケットの中央闇に､ボルトに

より抑え枚を締付け､その抑え棟により裸線

の濱電線を支持する｡トロリー線は､ブラケ

ットの左右南端部に吊楽したハンガーに~耽り

つけたクランプにより支持する｡

本考案装置においては､饅電線を金屈管工

併において韻電を拍単に行うことが出来る｡

なお､トロリー線は70ラケットに懸垂されて

いる故十分なる町政性を保有し､従ってトロ

リーホイール通過時の衝撃を綻和し､トロリ

ーホイールの脱線･跳躍を防止し得､その節

果火花発生の禅骨を減少し上火花によるトロ

リーホイール及びトロリー魂の靡

得る｡

を減少し

(7:i【tり




